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●問い合わせ先　放射能対策室　☎ 37-2270

放射線は目に見えません。しかし正しく認識し、対処すること
で過剰な心配や、無用な被ばくを避けることができます。放射
能対策室では定期的に、この Q ＆ A を連載していきます。

放射線に関する Q ＆ A

Q　常磐道が全線開通しましたが、原発周辺の道
路を通っても大丈夫ですか？

A　平成 27 年 3 月 1 日に常磐自動車道（以下
「常磐道」）の常磐富岡ＩＣ～浪江ＩＣ間が開通
し、高速道路での相双地域と関東地区との往来が
可能になりました。しかし、福島第一原子力発電
所事故に伴う制限区域内を通過することに抵抗が
ある方もいらっしゃるかと思います。
　国が行った開通前の調査では、常磐富岡ＩＣか
ら浪江ＩＣ間（14.3 ｋｍ）を自動車（時速 70 ｋ
ｍ）で 1 回通行する際に運転手が受ける被ばく
線量は、0.17 μ Sv であると計測されました。こ
の値は、検診にて胸部レントゲン写真を 1 枚撮
影する際の被ばく線量（１回あたり 60 μ Sv）の
約 340 分の 1 の量となります。高速道路上では
線量のやや高い場所を通過しますが、通過時間が
非常に短いため、身体が受ける被ばく線量は少な
くなります。仮に自動車の事故や故障によって車
外に 1 時間待機した場合であっても、被ばく線
量の最大値は 6.4 μ Sv（胸部Ｘ線集団検診の被ば
く線量の約 9 分の 1 の量）となります。
　また、より広い区間、広野ＩＣから南相馬Ｉ
Ｃ間（49.1 ｋｍ）を自動車（時速 70 ｋｍ）で 1
回通行する場合、運転手は 0.37 μ Sv の被ばく線
量を受けます。こちらもレントゲンの被ばく線量
の、約 160 分の 1 の量となります。

出典：ネクスコ東日本ホームページ
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　さらに、この 2 つの区間で受ける被ばく線
量と日本国内を飛行機で移動した際に受ける被
ばく線量（約 2 ～ 4 μ㏜　※搭乗時間や飛行
高度により値は変動します）を比べると、むし
ろ車での移動の方が低めの値であると考えられ
ます。被ばくを無理にする必要はありませんが、
結局の所、身体への影響は量の問題です。
　このように、常磐道の利用においては、体が
受ける被ばく線量は非常に小さく、健康影響を
考えるレベルよりも被ばく線量は十分に低いと
考えられます。
※

監修＝相馬市健康対策
専門部会委員、東京大
学医科学研究所
 坪倉正治
作成＝放射能対策室

常磐自動車道相馬ＩＣ付近

常磐道における放射線などの最新情報は、 
NEXCO 東 日 本 の ホ ー ム ペ ー ジ（URL：
http://jobando.jp/）で公開されております。


